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 近年、企業の生産拠点の海外シフトなどによ

り、輸送のグローバル化が進んでいます。製品

の安全な輸送のためには、本輸送を行う前に包

装の信頼性を調べる輸送包装試験を実施するこ

とが重要です。もちろん国内輸送では、ＪＩＳ

（日本工業規格）の包装カテゴリに基づいた各

種試験を行いますが、海外輸送に関しては、各

国の試験規格に沿った評価も必要です。その場

合、担当者は、仕向地ごとの試験規格を調べな

ければなりませんが、海外規格の日本語情報が

少ないこともあり、行うべき試験の状況把握が

難しい場合もあります。ただし、どの規格にも

輸送中のハザード（荷役での落下、トラックの

振動、温湿度環境等）を再現するために落下試

験や振動試験等を組み合わせた試験計画である

「評価試験法通則」が記載されています。ここ

では、日本の主要マーケットである米国及び中

国の輸送試験の通則について紹介します。 
１．ＡＳＴＭ（米国） 

 米国では、ＡＳＴＭ（American Society for 

Testing and Materials）に包装試験規格も制定

されています。ＡＳＴＭは１００年を超える歴

史を持つ米国標準化機関です。包装関係の技術

委員会は全体でおよそ１３０ある専門委員会の

中でも歴史が古く、１９１４年にスタートして

います。評価試験法通則は、ＡＳＴＭ Ｄ ４１
６９に規定されていますが、これは長期間にわ

たり参照されてきており、最もユーザーの多い

輸送包装規格の一つです。輸送中のハザード要

因別（荷扱い、積み重ね、振動、気候等）に１

０種類の対応試験が規定されており、ユーザー

の実環境に応じて、試験を組み合わせて構成す

るようになっています。また、保証レベルにつ

いては、国際標準ＩＳＯのように具体的でなく、

各自で通常想定される輸送レベルを標準とし、

それより厳しい／厳しくない、の判断で３段階 

 
   図１ 振動試験の様子 

 
 

に分かれています。試験は基本的にはユーザー

が実際の輸送環境に合わせて構築しますが、規

格にある構成例では、一般的なサイクルとして、

以下のような手順が示されています。 
「前処置→落下または衝突または水平衝撃

（荷役）→積み重ね振動→跳ね上がり振動→水平

衝撃（貨車連結）→集中インパクト（外装容器ダメ

ージ）→落下または衝突または水平衝撃（荷役）」 

（図１、図２は振動試験及び落下試験の実施例で

す） 
２．ＧＢ（中国） 

 中国の国家規格であるＧＢ規格は「国家標準」

の読みである“Guojia Biaozhun”の頭文字か
らきています。ＧＢ規格には強制／任意の２通

りがあり、人身や安全衛生に関わるものは強制

規格になっていますが、包装試験に関するもの

は任意規格となります。 
ＧＢ規格は全体的にＩＳＯやＡＳＴＭなどの

実績のある規格に整合・改修引用しているもの

が多く、約４割以上がそのような内容の規格に

なっています。輸送試験規格も同様に全１８規

格のうちＩＳＯに１４規格、ＡＳＴＭに３規格

が整合されています。このことから、評価試験

法通則に関しても、結果的にＪＩＳ Ｚ ２００
（包装貨物－評価試験方法通則）の試験計画作

成についての解説が載っている附属書１および

２の内容とほぼ同じと言えます。なお、この附

属書の詳細についてはＪＩＳのハンドブック－

包装に掲載されています。 
 

 
図２ 落下試験の様子 
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